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JIHaユースクラブ 2016：８期生の参加者募集 

2007 年に発足した JIHa ユースクラブは、昨年度に７期目が開催され、これまでに 87 名の参加者が

コースを修了しました。 

若手・中堅会員の計画・設計スキルアップや組織の枠を越えたネットワーク作り、医療福祉建築の研

究者や先輩設計者との交流、講義からの修得や他社の取り組み方にも接することができたと、これまで

の参加者には好評でした。 

今年度は開催地を東京とし、下記のプログラムにて８期生を募集します。若手・中堅実務者を対象と

し、参加型の少人数登録制として、毎月１回土曜日に行う方針はこれまでと同様です。 

なお、計画・設計系だけでなく、運営・看護系の方の参加も歓迎致します。ふるってご参加ください。 
世話人一同 

記 

JIHaユースクラブ 2016：８期生（東京開催） 

参加資格 JIHa会員、会友 ※Ａ会員･会友の法人に所属される方も参加資格がございます。 
        ※自薦･他薦は問いません。 
定  員 12名程度（定員になり次第締め切ります） 
参加方法 登録制（代理・交代出席は不可） 
参 加 費 64,800円（税込、５回通し、交流費は含みません） 
世 話 人 糸山剛（竹中工務店）、川島浩孝（共同建築設計事務所）、鳥山亜紀（清水建設）、 

室殿一哉（佐藤総合計画）、松田雄二（東京大学）  ※世話人は原則として毎回出席予定 
テ ー マ 『これからの超高齢社会におけるリハビリテーション環境』 
企画内容 下記の５回。毎回、終了後に交流会を致します。（企画は若干変更されることがあります。） 

① 自己紹介＆設計課題説明   10月 15日(土) 13:00-17:00 [会場：竹中工務店] 

             初回は自己紹介、コーディネーターより設計課題のテーマに沿った講義、課題の趣旨につい

ての説明を受けていただきます。      [コーディネーター：中山茂樹氏] 

② 現場から深く学ぶ 

11月 19 日(土) 13:00-16:30 [会場：東京湾岸リハビリテーション病院] 
病院の見学を兼ねて、現場でスタッフやコーディネーターのお話を伺いながら、リハビリテ

ーション病院につき、事例を通して深く学びます。 [コーディネーター：三浦研氏] 

③ 課題設計を行う・前編 ～エスキス・中間講評編～ 

12月 3日(土) 13:00-17:00[会場：建築会館] 

課題に関する質疑をコーディネーターにお答えいただき、その後に課題設計に取り組みます。

エスキス作業中は世話人が参加してアドバイスします。最後に基本構想を発表していただき、

コーディネーターや世話人を交え、全員で意見交換をいたします。 

  [コーディネーター：横井郁子氏] 

④ プロポーザルの審査をする    1月 21日(土) 13:00-17:00 [会場：佐藤総合計画] 
グループに分かれ、既往の公募型プロポーザルの応募作品を対象に模擬審査を行います。作

品を評価する側に立ち、選評まで書いてみることで新しい視野が開けることを期待します。 
 [コーディネーター：山下哲郎氏] 

⑤ 課題設計を行う・後編 ～計画・講評編～ 2月 18日(土) 9:00-17:00 [会場：東京大学] 
前編でつくった基本構想に従って、午前中に基本計画をしていただきます。午後に各々計画

を発表、コーディネーターや世話人を交え、全員で批評しあいます。 
 [コーディネーター：筧淳夫氏] 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム 

追 記 最終回に修了証を発行します。 
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申込み方法 

1）申込み方法： E-mailに限ります。 

2）申込みの確認：お申込み頂いたものについては順次返信をいたします。3営業日以内に返信が届か

ない場合は事務局までご連絡ください。 

3）記入事項：件名「JIHa ユースクラブ 2016参加申込み」 ①参加者名（ふりがな）、②生年月日・

年齢、③勤務先･部署、④電話番号、⑤E-mailアドレス、⑥〒･住所（返信先）を記載のこと。 

日本医療福祉建築協会事務局  E-mail：office@jiha.sakura.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



INFORMATION  FROM  JIHA  2016.8.15 臨時号            一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

3 
 

中頭病院・中部徳洲会病院見学会 開催案内 

９月の月例行事は、標記病院を見学させて頂きます。２日間に渡っての開催となりますが、参加費、

行程、申込み方法の詳細は９月のINFORMATION FROM JIHAにてご案内いたします。 

中頭病院 http://www.nakagami.or.jp/nakagami/information/category/shinbyouin  

 日  時 ２０１６年９月２６日(月) 14:00-17:00 

 所 在 地 沖縄県沖縄市登川 537番地 他 

 設  計 共同建築設計事務所 

 デ ― タ 336床／地上 5階・地下 1階／鉄骨造（免震構造）／延 31,558㎡／2016年 10月 1 日 

   開院予定 

 特  徴 1982 年に創設された中頭病院は、2002 年に隣接地で外来分離（ちばなクリニック

   1,214 人／日）を実施し現在に至る。本計画は、このうちの病院本体を、約 900ｍ

   離隔の新敷地に移転新築するというプログラムである。アクティビティーの高さ

  （平均在院日数 10.7 日、手術件数 7,037件／年）にいかに応えるかがテーマであっ

   た。病棟では、1 フロアを 4 看護単位で構成することによる「柔軟な病棟運用」や

   「効率性の高さ」の実現を意図した。 

 定  員  ３０名（JIHa会員・会友に限る） 

 参 加 費  未定 

写真撮影：①見学会開始前の撮影 ②施設利用者の撮影 ③フラッシュの使用 は禁止となります 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：3.0時間（予定） 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定） 

・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

中部徳洲会病院 http://www.cyutoku.or.jp/newHP/information.html  

 日  時 ２０１６年９月２７日(火) 14:00-16:30 

 所 在 地 沖縄県中頭郡北中城村アワセ土地区画整理事業地内 2街区 1番 

 設  計 梓設計 

 デ ― タ 331床（最大 560 床）／地上 12階／RC造／延 53,313㎡／2016年 2月竣工 

 特  徴 沖縄県中部医療圏の中核を担うとともに、沖縄徳洲会が展開する離島医療の旗艦施 

設でもある。敷地は返還されたアワセゴルフ場跡地の一角にあり、新たな街づくり

に貢献するとともに、互いにペデストリアンデッキで結び、県内初の災害拠点地区

として機能できるよう計画した。急性期病院として相応しい機能性を重視するとと

もに、ダイヤ型の病棟や窓側にトイレを配置した病室などにより濃密な看護が可能

な形態としている。また JCI認定を取得し、東南アジアを見据えた国際水準の医療

施設となることを目指した。 

 定  員 ３０名（JIHa会員・会友に限る） 

 参 加 費 未定 

写真撮影：①見学会開始前の撮影 ②施設利用者の撮影 ③フラッシュの使用 は禁止となります 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：2.5時間（予定） 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定） 

 

http://www.nakagami.or.jp/nakagami/information/category/shinbyouin
http://www.cyutoku.or.jp/newHP/information.html


INFORMATION  FROM  JIHA  2016.8.15 臨時号            一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

4 
 

●９月見学会申込みについて 

９月の見学会は、どちらか一方でも、両施設共でもお申込みいただけます。 
申込期間：９月５日（月）10：00～９月７日（水）15：00（３日間） 
上記の申込み期間中に２件同時に受付しますが、申込み方法の詳細は９月の INFORMATION FROM JIHA

にてご案内いたします。 
 


	追記　最終回に修了証を発行します。
	 特　　徴　沖縄県中部医療圏の中核を担うとともに、沖縄徳洲会が展開する離島医療の旗艦施 設でもある。敷地は返還されたアワセゴルフ場跡地の一角にあり、新たな街づくりに貢献するとともに、互いにペデストリアンデッキで結び、県内初の災害拠点地区として機能できるよう計画した。急性期病院として相応しい機能性を重視するとともに、ダイヤ型の病棟や窓側にトイレを配置した病室などにより濃密な看護が可能な形態としている。またJCI認定を取得し、東南アジアを見据えた国際水準の医療施設となることを目指した。
	 定　　員　３０名（JIHa会員・会友に限る）


